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上
　
山

　
　
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
口
重
治
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
六
年
、
兵
隊
と
し
て
満
州
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
省
勝
武
屯
第
脳
部
隊
に
所
属
し
、
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
連
国
境
で
中
魚
沼
郡
内
か
ら
行
っ
た
五
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
仲
間
と
共
に
、
ソ
連
隊
を
監
視
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。
冬
の
気
温
は
平
均
で
も
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ナ
ス
ニ
○
度
、
す
ご
い
時
は
四
〇
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
も
な
る
寒
さ
の
厳
し
い
所
で
し
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
然
、
生
活
用
水
と
し
て
い
た
井
戸
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
り
も
凍
り
ま
す
。
細
く
な
っ
た
井
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中
に
缶
詰
の
空
缶
を
下
げ
て
水
を
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
出
す
の
で
す
が
、
と
て
も
は
が
ゆ
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
く
の
黒
竜
河
に
水
扱
み
に
行
く
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
課
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
手
袋
を
幾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
と
な
く
着
け
、
ド
ラ
ム
缶
で
運
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
左
端
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
た
し
で
す
が
、
大
変
懐
し
い
写
真
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。
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／上村病院

■妊婦検診・母親学級

　8月25日／12：45～

■乳児検診（S63．10．1～11．30生、H元．4．1～5．31生）

　9月8日／13：00～　　／保健センター
、
．
靴

、
き
曽
ノ
’

■3種混合　第1期（1回目）S61．9．1～S62．8．31生

　　　　　第2期　　　　S60．9．1～S61。8．31生

　9月1日／14：00～15：00／総合センター／田沢地区、昨年

　　　　　の未接種者

　9月4日／14：00～15：00／総合センター／倉俣地区、貝野

　　　　　地区、高道山地区、清津峡地区

肥．醐一糞、驚
訂正とおわび先月号で、スポーツ結果の中学校陸上・球技

　　　　　　大会中、村山太一（2年）3，000m5位は110

　　　　　　mハードル5位、野球は3位。また、香典返
　　　　　　し中、小原樋口益夫さんは小原樋口培夫さ
　　　　　　んの誤レ）でした。それぞれ訂正しおわぴします。

1◇
一ロ

鎌
、
予

一

葎
口

8月11日～9月10日

11㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　藤田義一）
盆おどり講習会（総合センター20：00～22：00）

⑬（日）
休日救急医（津南病院費65一一3161）

15（灼
清田山自然運動公園まつり（10：00～）

16㈱
中里村成人式（総合センター10：00～13：00）

郷土民譜盆おどり大会（総合センター前20100～22：30）

18㈲
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　樋口永蔵）

⑳（日）
休日救急医（古藤医院a65－3001）
県消防大会ポンプ操作競技会（岩船郡朝日村10：00～
中里村第一分団選抜チーム出場）

21（月）

22（殉
少年の主張大会（中里中学校体育館13：30～16：30）

子宮ガン検診（右参照）

23㈱

24㈲
子富ガン検診

25働
心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　江口行男、山田正平）

妊婦検診・母親学級（右参照）

⑳（日）
休日救急医（中条病院魯57－3018〉

30㈱
津南・中里交流高齢者講座（総合センター10：00～）

31㈲

％㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　根津敬）
三種混合（右参照）

2ω

⑱（日）
休日救急医（上村病院a63－2111）

4（月）
胃がん検診（～13日　右参照）

三種混合（右参照）

8働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　藤田義一）

乳児検診（右参照）

9仕）

⑭（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）
村消防団秋季演習（田沢小学校グランド8：00～）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

　
ご
こ
く
ほ
う
じ
の
う

　
五
穀
豊
穣
を
願
う
水
と
り
神

事
や
古
く
か
ら
田
代
集
落
に
伝

わ
る
神
楽
を
上
演
す
る
七
ツ
釜

ま
つ
り
が
、
七
月
十
六
日
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
カ
ラ

オ
ケ
や
腕
相
撲
大
会
、
金
魚
す

く
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
催

し
に
満
足
そ
う
で
し
た
。

　
夏
の
風
物
詩
、
金
魚
す
く
い

は
子
ど
も
た
ち
に
人
気
が
あ
り
、

一
匹
で
も
多
く
と
ろ
う
と
金
魚

を
す
く
っ
て
い
ま
し
た
。㊥8月16日㈱午後8時～10時30分

㊥総合センター前広場

みんなで輪になり踊りましょう



1
＄
ミ

　　　　　　　　　　　　　　　夏の交通事故防止運動期間の初目7月21日、田沢
安全運転でお願いします、」、児童代表6人が国道117号線て㌧全校児童が作つた

絵入りのメッセージカードをドライバーに手渡し、交通安全を呼び掛けました。

ストッブ・ザ・交通事赦
　
毎
日
毎
日
、
新
聞
に
交
通
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
載
ら
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
全
国
で
は
中
里
村
の
人
口
よ

り
も
多
い
一
万
人
ほ
ど
の
人
た
ち
が
、

毎
年
交
通
事
故
で
尊
い
命
を
奪
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
十
日
町
署
管
内
を
み
る
と
、
昨
年

一
年
間
で
八
人
、
し
か
し
、
今
年
は

す
で
に
八
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
四
月
、
村
内

の
国
道
三
五
三
号
線
葎
沢
地
内
で
発

生
し
た
事
故
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
　
「
車
社
会
」
の

中
で
生
活
を
し
て
い
て
、
車
の
便
利

さ
を
満
喫
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

は
多
く
の
人
々
が
交
通
事
故
に
よ
り

被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
今
後
、
当

村
も
道
路
整
備
の
充
実
と
と
も
に
益

々
車
の
量
は
増
え
て
き
ま
す
。

あ
な
た
の
人
生
狂
わ
す
交
通
事
故

幽
露
匿
勝
隅
騒
恐
購
麺
鞭
器

　
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ら
交
通
事
故

を
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

「
こ
の
世
の
中
か
ら
車
が
な
く
な
れ

ば
…
…
」
と
だ
れ
も
が
考
え
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
で
も
、
そ
れ
は
到
底
無

理
で
す
。
で
は
ど
う
し
た
ら
…
…
。

そ
う
で
す
。
　
一
人
一
人
が
自
覚
を
も

っ
て
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る

し
か
な
い
の
で
す
。

あ
な
た
飲
酒
運
転

　
　
し
て
い
ま
せ
ん
か

　
昨
年
の
十
日
町
署
管
内
の
死
亡
事

故
の
う
ち
三
人
が
飲
酒
が
ら
ま
り
で

し
た
。
村
内
で
は
昨
年
十
三
人
が
検

挙
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
他
に
も

運
よ
く
捕
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
飲
酒
運

転
の
多
く
は
、
　
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら

大
丈
夫
」
　
「
運
転
に
支
障
は
な
い
」

と
か
「
捕
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
い

っ
た
軽
い
気
持
で
運
転
し
た
と
い
う

の
が
実
態
で
す
。

　
「
し
ら
ふ
」
で
も
事
故
が
起
き
る

の
で
す
か
ら
飲
酒
を
す
れ
ば
、
一
層

事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
る
の
は
当

然
で
す
。
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
飲

　　　【昨年の交通事故状況】

灘齢・撒614，481件10，344人752，845人
議翻（＋23，758）（＋997）（＋3・，666）

　　　　11，680　　　　　　214　　　　13，953

　　　　（＋369）　（一15）　（＋529）

　　　　　216　　　　　8　　　　267
　　　　　（＋30）　（＋5）　　（＋16）

　　　　　　13　　　　　0　　　　　14
　　　　　（一2）　（一1）　　（一3）

（）内は対前年増減

【今年の交通事故状況（7月20日現在）】

藩・懸舞
藩叢

撫難

、難

蠣「織、

臓灘

徽ロ’蜘　　　　　　　　件

　　　6，205

　醸（＋135）

　　　人　125
（＋22）

　　　人7，364

（＋669）

鐵 　148
（＋61）

　8
（＋4）

　163
（＋56）

　9
（＋5）

　1
（＋1）

　10
（＋6）

（）内は対前年同日増減

2

死者及び傷者数（村内）

25

17

＼14
8

死者

繁
鰹

20傷者

、y
洞圃

30

人
　
20
人
　
1
0
人

昭56年57585960616263

酒
運
転
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
最
低

限
の
モ
ラ
ル
。
飲
ん
で
い
る
と
き
は

う
ま
い
が
、
後
は
ま
ず
い
。
い
ま
一

度
肝
に
命
じ
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
事
故
は

　
　
　
　
　
親
の
責
任

　
交
通
事
故
の
中
で
一
番
悲
惨
だ
と

思
う
の
は
子
ど
も
の
事
故
で
す
。
学

校
の
登
下
校
時
や
集
団
行
動
時
で
の

事
故
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
下
校
後
の
音
宅
付
近
で

の
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
る
の
で

す
。
今
年
に
入
り
津
南
町
で
小
学
生

の
自
転
車
乗
り
が
自
宅
付
近
で
車
に

は
ね
ら
れ
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

あなたもいつかは二うなるかもしれません、気をつけて。

　
夏
休
み
に
入
り
子
ど
も
た
ち
は
、

活
発
に
行
動
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

の
事
故
は
親
の
責
任
だ
と
い
う
こ
と

を
保
讃
普
俵
ヤ
分
認
識
し
、
子
ど
も

に
対
し
日
ご
ろ
か
ら
模
範
と
な
る
行

動
を
と
り
、
交
通
ル
ー
ル
を
体
で
教

え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

暑
く
て
も
ヘ
ル
メ

　
　
　
ッ
ト
は
着
用
し
て

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
め
着
用
は
徹
底
し

て
き
て
い
る
ま
う
で
す
が
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
か
ぷ
っ
て
い
な
い
人
が
ま
だ

ま
だ
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
　
「
田
ん
ぼ

に
水
み
に
行
く
と
き
も
」
　
「
買
物
に

行
く
と
き
も
」
あ
な
た
自
身
の
命
を

守
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
必
ず
着
用
す

る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ
ざ
い
。

特
に
女
子
高
校
生
は
、
ヘ
ア
ー
ス
タ

イ
ル
を
気
に
し
て
か
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

後
頭
部
に
ち
ょ
っ
と
ひ
っ
か
け
て
い

た
り
、
あ
ご
ひ
も
を
し
て
い
な
か
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

この日のことを忘れずに（運転者講習会）

　
出
掛
け
る
前
に
家
族
で
一
声
か
け

あ
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
人
一
人
の
自
覚
で

　
　
　
交
通
事
故
追
放

　
最
後
に
、
、
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」

と
思
っ
て
い
て
も
巻
き
込
ま
れ
て
し

ま
う
の
が
「
交
通
戦
争
」
で
す
。
幸

福
な
生
活
が
一
瞬
に
し
て
崩
壊
し
て

し
ま
う
　
　
　
　
そ
ん
な
悲
惨
な
事

態
に
な
ら
な
い
よ
う
歩
行
者
も
運
転

者
も
、
そ
れ
ぞ
れ
交
通
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
を
守
る
こ
と
が
大
切
。

　
毎
月
十
日
は
交
通
安
全
家
庭
の
日

で
す
。
家
族
み
ん
な
で
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
「
交
通
安
全
」
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

十日町警察署交通課長

増渕一雄さん

　
「
酔
っ
払
っ
て
事
故
、
死
亡
」
「
信

号
無
視
の
原
付
バ
イ
タ
運
転
者
即
死
」

等
、
毎
日
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
る

交
通
事
故
。
飲
酒
運
転
、
信
号
無
視
、

一
時
不
停
止
、
暴
走
行
為
等
ル
ー
ル

無
視
に
よ
る
交
通
事
故
が
後
を
断
ち

ま
せ
ん
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
道
路
を

利
用
す
る
人
（
運
転
者
も
歩
行
者
も
）

が
す
べ
て
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ

と
」
が
ま
ず
基
本
で
す
。
交
通
事
故

は
、
ル
ー
ル
に
反
す
る
か
ら
で
は
な

く
「
危
険
」
で
あ
る
か
ら
い
け
な
い

と
い
う
考
え
方
に
徹
す
る
こ
と
が
基

本
だ
と
思
い
ま
す
。

　
事
故
を
起
こ
し
た
人
の
多
く
は
、

交
通
違
反
を
繰
り
返
す
人
に
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
違
反
を
し

て
き
た
が
事
故
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば

…
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
や

が
て
大
き
な
落
と
し
穴
に
は
ま
り
か

ね
な
い
の
で
す
。

　
百
回
の
危
険
を
繰
り
返
し
、
九
十

九
回
成
功
し
て
も
、
た
だ
の
一
回
の

違
反
で
尊
い
命
を
奪
っ
た
り
、
亡
く
．

し
た
り
す
る
危
険
な
可
能
性
が
大
き

い
わ
け
で
す
。

　
特
に
飲
酒
運
転
は
、
正
常
な
運
転

が
で
き
な
く
な
り
死
亡
事
故
や
重
大

事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
飲
酒

『
運
転
撲
滅
は
、
ま
ず
家
庭
か
ら
で
す
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
「
交
通

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
、
思
い
や

り
譲
り
合
い
」
で
安
全
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。

，
鱒
灘
礁
講
勢
簾
雛

　
　
　
　
o
今
年
も
七
月
宋
日
か
ら

年
八
月
に
か
け
村
内
四
会
場

03
蓮
転
者
薯
会
が
行
わ

と
れ
莚
べ
七
百
八
＋
人
が
受

ん
講
し
交
通
事
故
の
恐
き

～
を
轟
識
し
て
い
ま
基

な
い
つ
ま
で
も
ど
冒

　
で

　
　
　
　
の
ご
と
を
胸
に
収
め
て
い

故
反
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
究

事
臆
・
毎
年
増
義
け
て
い
る

笹　
　
“
交
通
事
故
の
中
、
永
年
無

　
　
　
　
　
　
　

　
　
ノ
事
故
無
違
反
で
運
転
者
の

模
範
と
な
る
人
を
対
象
と
す
る
県
警

本
部
長
・
県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

が
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、
村
内
の
運
転

者
二
十
九
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
三
十
年
表
彰
を
受
け

た
の
は
下
山
の
鈴
木
佐
十
郎
さ
ん
（
六

十
五
歳
）
た
だ
一
人
で
す
。

　
最
初
、
昭
和
三
十
二
年
に
自
動
二

輪
の
免
許
を
取
っ
た
と
い
う
鈴
木
さ

ん
は
「
無
事
故
で
こ
こ
ま
で
こ
れ
た

の
は
、
ど
こ
へ
行
く
に
も
常
に
余
裕

を
も
ち
、
ス
ピ
…
ド
を
控
え
て
き
た

の
が
幸
い
。
何
回
も
ヒ
ヤ
ッ
と
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一
人
一
人
が
自

覚
を
も
つ
こ
と
が
大
事
で
す
ね
」
と

三
十
余
年
間
を
振
り
返
っ
て
話
し
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。

車成元年8月10日

30年問をふり返る鈴木さん
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　本年度から向こう5ヵ月間の「中

里村の羅針盤」ともいえる村総合開

発計画の中期墓本計画書を全戸配布

しましたが、このほど，この計画に

ついての住民意向調査を行いました。

　これから策定される実施計画の参

考とするため、配布した計画書の周

知度や開発フロジェクト事業につい

て調査したもので、結果は次のとお

りです。

　〈村民400人抽出、回収率75。5％＞

⑮
計
画
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
か
。

喬欝．．．需
わかりにくい

　　　　　　　ほしい　17．2
　　　　　　　29。0％

内容がわか
りやすい　．
　21．3　　読みやすい
㌧　　　　　　26．2

③
第
一
章
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
の
中
で
、
　
一
番
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
も
の
は
。

を
　
　
4
％

目
た
4
1

り
し

通
通

一

13，2ク

良く言売まなし、

　　30．1

　　　　　　　　　　　　　　％
自然を活かした産業づくり26．9

はつらつ雪国環境づく　り　26．8

ヴィリゾート中里大規模拠点づくり20．8

快適居住空問理想の里づくり14．3

広域農道二期工事
　　東田沢一R353
広域農道中魚沼二期地区　　　一・ゾ鞭、

（国道253号線十日町市池之ぎ　。．　・、、．、、　。。

平～国道353号線中里村）の　　　一　　，、　鱒．

起工式が7月26日、十日町　　1　　　　，　’◆　　　　　脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆロ市珠川地内で行われました。　㌔’　　　一　　　　　　峯　匙ξ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　パ　昨年完成した倉俣大橋を　、、　　　　　　鰍、　　離岬

含む国道353号線から津南町1断

赤沢までの中魚沼地区より　慧、　　額．麟1

5年遅れで今年から本格的　㌧鎌1轟

に整備されます。今年度の　轟　　’　　　　鯉

当村分は東田沢から国道353号線に向けての延長200m。リゾー

ト関連でも一日も早い全線開通が望まれています。

　なお、中魚沼地区については、倉俣から原町までの一部、500

mが今年整備される予定です。

ふれあい中里・体験づくり11．2

㊨
各
開
発
ブ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
の
中
で
最
も
優
先
し
て
取
り

組
ん
で
ほ
し
い
も
の
は
何
で
す

か
。

〈
は
つ
ら
つ
雪
国
環
境
づ
く
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
道
路
網
克
雪
整
備
　
　
2
8
・
9

0
克
雪
住
宅
整
備
促
進
2
3
・
2

0
利
雪
産
業
推
進
　
　
1
4
・
9

0
雪
資
源
総
合
研
究
　
　
1
2
・
2

0
雪
国
文
化
創
造
　
　
　
H
・
Z

O
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進
9
・
7

〈
ウ
イ
リ
ゾ
ー
ト
中
里

　
　
　
大
規
模
拠
点
づ
く
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
高
速
交
通
道
路
整
備
2
6
・
5

0
清
津
峡
地
区
開
発
　
　
2
0
・
4

0
資
源
開
発
探
査
　
　
　
1
5
・
9

0
当
間
山
麓
地
区
開
発
1
5
・
5

0
小
松
原
地
区
開
発
　
　
7
・
9

0
清
田
山
・
七
ツ
釜
開
発
　
7
・
3

0
高
津
倉
山
地
区
開
発
3
・
4

0
城
．
山
・
有
倉
山
地
区
開
発
　
3
・
1

〈
自
然
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
産
業
づ
く
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
販
売
流
通
経
路
開
拓
2
3
・
5

0
加
工
施
設
整
備
　
　
2
0
・
4

0
生
産
基
盤
整
備
　
　
　
1
9
・
6

0
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
設
立
　
　
　
　
　
　
　
1
8
・
9

0
新
製
品
技
術
開
発
推
進
1
7
・
6

〈
快
適
居
住
空
間

　
　
　
　
理
想
の
里
づ
く
り
〉

○
生
活
水
等
総
合
活
用
整
備

四
集
藩
か
開
発
に
調
印

　
総
額
六
百
十
億
円

を
か
け
、
市
之
越
か

ら
東
田
沢
に
か
け
た

台
地
を
リ
ゾ
ー
ト
地

に
し
よ
う
と
、
第
三

セ
タ
タ
ー
清
津
観
光

開
発
㈱
が
進
め
て
い

る
清
津
高
原
開
発
の

調
印
が
、
こ
れ
ま
で

に
四
集
落
の
間
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
調
印
し
た
の
は
、

昨
年
六
月
八
日
の
市

之
越
を
初
め
に
、
十

道路工事急ピッチ

〈関係地域の調印式模様〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
。
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
5

0
地
域
景
観
整
備
　
　
　
1
7
i

O
市
街
地
再
開
発
　
　
　
1
5
・
8

0
集
落
住
環
境
整
備
　
　
1
4
・
7

0
下
水
道
等
モ
デ
ル
整
備
1
3
・
7

0
商
店
近
代
化
　
　
　
　
1
2
・
9

0
情
報
通
信
計
画
樹
立
7
・
3

〈
ふ
れ
あ
い
中
里
・
体
験
づ
く
り
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

O
若
者
交
流
促
進
　
　
　
2
6
・
O

O
ふ
る
さ
と
文
化
開
発
2
0
・
1

0
姉
妹
都
市
交
流
推
進
1
6
・
2

0
施
設
の
有
効
活
用
推
進
1
3
・
O

O
観
光
農
園
推
進
　
　
　
1
2
・
1

0
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
　

7
・
9

0
異
文
化
交
流
推
進
　
　
4
・
7

県
道
中
深
見
越
後
田
沢
停
車
場
線

　
　
　
芋
川
　
　
倉
俣

　今まで大型車一台通るのがやっとだった県道中深見越後田沢

停車場線の芋川（集落入口）から倉俣（東光寺手前）までの道

路改良工事が始まりました。区間延長約1，000mのうち今年度は

310m（全幅11m、うち歩道2．5m）。来年度にはほぽ完成する見

込みです。また、重地地内と田代・下山間でも秋までに道路改

良工事や法面工事のため一部交通規制が行われる予定です。

月
二
十
日
鷹
羽
、
今
年
に
入
り

四
月
二
十
二
日
豊
里
、
七
月
二

十
四
日
の
東
田
沢
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
、
塩
沢
町
の
上
越

国
際
ス
キ
ー
場
ホ
テ
ル
内
で
、

村
議
会
議
長
、
開
発
区
域
選
出

議
員
、
各
集
落
住
民
の
立
会
い

の
も
と
、
各
区
長
、
村
長
、
会

社
代
表
と
開
発
基
本
協
定
書
に

調
印
し
、
協
定
書
を
取
り
交
わ

し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
開
発
が
地
域

の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
、
お

互
い
の
希
望
を
十
分
取
り
入
れ

て
開
発
を
進
め
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
、
十
六
条
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
①
用
地
に
つ

い
て
は
売
買
と
賃
貸
借
が
あ
り
、

借
地
料
は
物
価
変
動
等
を
考
え
、

三
年
ご
と
に
改
定
し
、
前
納
方

式
と
す
る
。
②
既
存
用
水
は
、

集
落
の
承
諾
の
な
い
限
り
使
用

せ
ず
、
開
発
が
原
因
で
水
不
足

が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
。
③

開
発
地
区
で
競
合
す
る
施
設
（
食

堂
、
売
店
、
宿
泊
施
設
等
）
を

作
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
施

設
内
に
テ
ナ
ン
ト
希
望
が
あ
る

場
合
は
協
議
し
て
決
め
る
。
・

な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
汚
水
や
廃
棄
物
の

（鷹　羽）

処
理
、
騒
音
、
防
災
な
ど
の
環

境
保
全
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と

は
別
に
〈
環
境
保
全
に
関
す
る

協
定
書
〉
と
し
て
調
印
さ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
の
開
発
計
画

で
は
、
昨
年
完
成
し
た
ス
キ
ー

場
の
ゲ
レ
ン
デ
造
成
と
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

「壷］

、♪＼！

　
　
　
　
　

づ
塵

　
所
得
の
状
況
な
ど
を
審
査
し

た
結
果
支
払
い
す
る
こ
と
が
決

定
し
ま
す
と
、
国
民
年
金
証
書

に
八
月
か
ら
来
年
七
月
ま
で
の

　
　
一
年
間
に
支
払
い
す
る
年

（豊　里）（東田沢）

4

210キロ，ふ

　
六
月
十
八
日
、
上
越
国
際
清

津
ス
キ
ー
場
で
開
催
し
た
「
と

き
め
き
を
食
う
会
」
の
フ
ィ
ナ

ー
レ
で
、
参
加
者
全
員
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
付
け
て
飛
ば
し
た
風

．
6
辱
穆

　
　
　
噸
9
。

　
　
◎
鐙

　
　
　
　
麓

　
　
　
　
　

　
　
　
　
拶
　
　
。

　
　
　
　
轟

　
　
　
　
諺
、

この中の一つが拾われました

船
の
一
つ
が
、
二
百
十
緯
離
れ

た
福
島
県
の
太
平
洋
近
く
ま
で

飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
発
見
し
た
の
は
福
島
原
子
力

発
電
所
近
く
の
浪
江
町
に
住
む

二
十
一
歳
の
末
永
美
智
代
さ
ん

で
す
。
農
業
の
手
伝
い
を
し
て

い
る
と
い
う
末
永
さ
ん
は
、
自

分
の
畑
で
七
月
五
日
に
拾
っ
た

そ
う
で
す
。
随
分
遠
く
ま
で
飛

ん
だ
も
の
で
す
ね
。

　
な
お
、
当
会
の
実
行
委
員
会

で
は
、
来
年
特
別
参
加
し
て
も

ら
お
う
と
ラ
ブ
コ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。
来
年
、
末
永
さ
ん
に
会
え

る
か
も
…
…
。

　
　
　
老
齢
福

　
　
祉
年
金
の

　
受
給
者
は
、

毎
年
八
月

　
　
　
　
期
（
四
月
～
七

月
分
）
の
支
払
い
を
受
け

た
ら
、
国
民
年
金
証
書
を

役
場
に
提
出
し
て
、
所
得

の
状
況
な
ど
の
審
査
を
受

け
、
国
民
年
金
証
書
に
そ

の
旨
を
記
入
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
老
齢
福
祉
年

金
の
金
額
が
国
の
費
用
で

賄
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

本
人
や
同
じ
世
帯
の
家
族

（
扶
養
義
務
者
等
）
に
、

一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ

っ
た
り
、
他
の
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き
は
、
老
齢

福
祉
年
金
の
額
が
、
一
部
ま
た

は
全
部
に
つ
い
て
支
給
停
止
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

老齢福祉年金を受けたら

　年金証書の提出を忘れずに
　
　
金
額
を
各
支
払
期
ご
と
に

　
　
記
入
し
、
再
び
受
給
者
に

　
　
交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　
　
す
。

　
　
　
万
一
、
国
民
年
金
証
書

　
　
の
提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、

　
　
短
い
期
間
に
大
量
の
事
務

　
　
処
理
を
す
る
た
め
に
、
証

　
　
書
を
お
返
し
す
る
の
に
手

　
　
間
ど
り
、
十
一
月
十
一
日

　
　
の
支
給
日
ま
で
に
間
に
合

　
　
わ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

　
　
ま
す
。

　
　
　
八
月
期
の
支
払
い
を
受

　
　
け
た
ら
、
早
目
に
役
場
住

　
　
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
年

金
証
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
費
6
3
1
3
1
1
1
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●

中
里
中

　
七
月
三
十
日
、
第
十
三
回
村
民
体
育
大
会
が
中
里
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
、
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
な
か
開
か
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
例
年
ど
お
り
村
内
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
各
チ
ー
ム
と
も

趣
向
を
こ
ら
し
た
大
応
援
の
中
、
障
害
物
レ
ー
ス
や
大
玉
送
り
、
ゲ

ー
ト
ボ
：
ル
リ
レ
ー
な
ど
十
四
種
目
の
競
技
を
白
熱
し
た
戦
い
で
繰

り
広
げ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
が
走
る
村
民

大
リ
レ
ー
で
は
、
逆
転
優
勝
を
目
指
し
、
手
に
汗
握
る
レ
ー
ス
で
し
た

が
、
第
六
チ
ー
ム
が
逃
げ
き
り
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
旗
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昼
食
時
に
は
、
新
座
市
大
正
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

▼
成
績
　
優
勝
“
第
六
チ
ー
ム
　
ニ
位
”
第
ニ
チ
ー
ム
　
三
位
闘
第

三
チ
ー
ム
　
▼
応
援
賞
　
第
ニ
チ
ー
ム

、
学
校
別

　
　
得
　
点

山
且｛

大会に花を添えてくれた新座市大正小のみなさん

轟瞭鎌覇讐醗一　・馨響’明饗
　　　　　　　　　　礁轡灘輝

〈
学
校
別
得
点
〉

一
位
　
石
川
県
山
代
中

14
点

かあちゃんパワーはすごいヨーイ、ドン

灘
繊剛

　　1，500m
富井徹暑全国大会に出場

北
信
越
陸
上
大
会
で
快
挙

　
七
月
十
九
日
、
柏
崎
市
営
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ

た
中
学
校
通
信
陸
上
大
会
で
、
千
五
百
材
に
出
場
し

た
富
井
徹
君
（
中
里
中
二
年
）
が
、
全
，
国
大
会
へ
の

標
準
タ
イ
ム
を
通
過
し
、
一
一
年
連
続
で
出
場
権
を
手

に
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
、
八
月
十
八
日
か
ら
二

十
日
ま
で
島
根
県
松
江
市
で
開
か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
潟
市
陸
上
競
技
場
で
八
月
三
日
行
わ
れ

た
北
信
越
中
学
校
総
合
競
技
大
会
の
陸
上
競
技
に
、

斎
喜
直
君
（
三
年
、
三
千
折
）
、
富
井
徹
君
（
二
年
、

千
五
百
綴
）
、
高
橋
裕
彦
君
（
一
年
、
百
材
）
が
出
場
。

三
選
手
は
期
待
ど
お
り
上
位
入
賞
を
果
た
し
、
中
里

中
学
校
は
学
校
別
得
点
で
、
二
位
と
な
る
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
石
川
県
山
代
中
に
つ
ぐ
成
績
で
、

県
内
で
は
一
位
と
な
り
ま
し
た
。

二
位
　
中
里
中
　
　
　
　
1
3
点

三
位
　
富
山
県
射
北
中
　
1
2
点

二
年
千
五
頁
川
二
位
　
富
井
　
徹
②

一
年
百
冒
二
位
　
高
橋
裕
彦
①

共
通
砲
丸
投
六
位
　
斎
喜
裕
貴
③

◎
県
選
抜
総
合
体
育
大
会

　
　
　
　
（
％

八
百
眉
　
四
位

千
五
百
訂
一
位

三
千
層
　
二
位

千
五
百
層
三
位

新
発
田
市
）

富
井
　
徹
②

斎
喜
直
③

斎
喜
　
直
③

竹
藤
さ
ゆ
り
②

◎
北
信
越
総
合
競
技
大
会

　
　
　
　
　
（
％
新
潟
市
）

共
通
三
千
竺
一
位
　
斎
喜
　
直
③

二
年
千
五
再
川
四
位
　
富
井
　
徹
②

一
年
百
灯
二
位
　
高
橋
裕
彦
①

　
「
操
作
始
め
」
指
揮
者

の
大
き
な
号
令
に
合
わ
せ

勝
て
操
従
員
が
キ
ビ
キ
ビ
と

優
動
き
ま
す
．

沢
七
月
二
‡
百
、
＋
日

木
町
市
の
生
鮮
食
品
市
場
で

ト木
ー
第
十
八
回
県
消
防
協
会
中

で
魚
沼
地
区
支
会
の
ポ
ン
プ

ム
五
操
法
競
技
会
が
開
か
れ
、

大
郡
市
内
か
ら
自
動
車
の
部

防
（
四
チ
去
）
、
小
型
ポ

消
ン
プ
の
部
（
五
チ
去
）

市
が
参
加
．

郡
村
内
か
ら
は
、
村
の
予

選
で
優
勝
し
た
朴
木
沢
チ

ー
ム
と
自
動
車
部
が
出
場

し
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
朴
木

沢
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
。
自
動

車
部
も
三
位
と
い
う
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

◎
中
越
地
区
陸
上
大
会

　
　
　
　
（
％
～
％
長
岡
市
）

（
種
目
）
（
順
位
）

八
百
訂
　
一
位

千
五
百
訂
一
位

　
　
　
　
三
位

八
百
灯
　
二
位

千
五
百
灯
六
位

砲
丸
投
　
二
位

　
　
　
（
学
年
）

富
井
　
徹
②

斎
喜
　
直
③

富
井
　
徹
②

竹
藤
さ
ゆ
り
②

竹
藤
さ
ゆ
り
②

斎
喜
裕
貴
③

北信越陸上大会で大活躍した3選手。
富井徹君（上）、斎喜直君（右下）、高橋裕彦君（左下）

◎
通
信
陸
上
大
会

　
　
　
　
（
％
柏
崎
市
）

共
通
三
千
竺
二
位
　
斎
喜
　
直
③

買
物
の
4
5
％
、
村
外
に
流
出

買物動向調査より

　6月村内全世帯を対象に実施した買物

調査結果（回収率58．6％）がこのほどま

こまりました。

　それによれば、最近一年間村内で買物

をした人の割合は、全商品目平均で55．7

％と約半分となっています。中でも呉服、

寝具、時計、メガネ、贈答品などの買回

品は6割以上が、また一番買物行動範囲

の狭いといわれている日用雑貨や生鮮食

料品などの最寄品でさえ、2割ほどが村

外に流出しています。

　この要因としては、①駐車場がない②

品数が少ない③村外に比べ値段が高い④

商店によっては商品の中で品質の悪いの

がある⑤買物を楽しんでできない　　な

どがあげられます。

　村内消費の約7割を占める中心商店街

では、国道117号線の改良計画によって新

商店街を作ろうと準備を進めていますが、

村外流出に歯止めをかけるチャンスとも

いえます。

　今後さらに安定性のある経営を進めて

いくためにも各商店が、消費者の二一ズ

に対応した店づくりを進めていく必要が

感じられます。

呉服・寝具：高級衣料：時計・カバン：その他実用衣料・医療品・化粧品日用雑貨・生鮮食料品・一般食料品

全品目
村鯵
44．3％

　
　
　
口
口

　
　
　
回

他
％

　
　
　
買

そ

十日町市
53，3％

その他
11．5％

十日町市
33．7％

十日町市

　19。2％

寄品

6平成元年8月／0日広報かかマ～7



1
愚
ミ’

幽
励
繕

⑫

　
ん

　
く

年
望

　校
壱

学小
木

鰍
鈴

雛
顯

　くふうしたところは、アコーテ

ィオンの色です。くろうしたのは，

ほっべのふくらみをだすところで

す。目分でも、とてもいい絵がか

けたと思います。

岩夫鳶舞姦漉鼻3認沢）⑫

　ぽく、水道や水鉄砲で水遊びを

するのが大好きなんだ。水道で遊

ぶと玄関なんか、びしょぬれだよ。

それと本を読むのが好きで、いつ

もマンガ本を読んでいるんだ。将

釆は、警察官になって悪いことを

した人を逮補したいんだ。おじい

ちゃんは、体がじょうぶで、一人

前に育ってほしいんだって。

都
市
近
郊
農
業
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
農
業
後
継
者
1
8
人

　
七
月
八
日
、
村
民
体
育
館
で
平
成
元

年
度
の
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
入
団
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
団
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
剣
道
四
十
三
人
（
男

十
九
人
、
女
二
十
四
人
）
、
野
球
八
十
九
人

　
　
女
十
人
〉
、
サ
ッ
カ
ー
四
十
九

人
（
男
三
十
三
人
、
女
十
六
人
）
の
総

勢
二
百
一
人
で
す
。

　
来
賓
や
父
兄
が
見
守
る
中
を
、
田
沢

ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
タ
ラ
ブ
を
先
頭
に
団

員
た
ち
は
元
気
に
入
場
行
進
を
行
い
ま

（
男
七
十

三
人
、
女

十
六
人
）
、

ス
キ
ー
二

十
人
（
男

十
人
、

新座市農政課長から説明を聞く参加者たち

　
村
農
業
青
年
協
議
会
（
会
長
高
野
茂

実
）
で
は
、
七
月
二
十
一
、
二
十
二
日

の
二
日
問
、
当
村
と
友
好
の
あ
る
新
座

市
を
訪
れ
都
市
近
郊
の
農
業
を
視
察
し

て
き
ま
し
た
。
当
協
議
会
は
農
業
後
継
者

で
組
織
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
十
八
人

が
参
加
。
　
一
行
は
途
中
、
群
馬
県
内
の

花
卉
園
芸
施
設
農
家
な
ど
を
視
察
し
た

あ
と
、
新
座
市
に
あ
る
青
果
市
場
や
レ

ジ
ャ
ー
農
園
、
農
家
で
そ
れ
ぞ
れ
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
特
に
、
中
里
村
の
野
菜
が
時
々
入
荷

さ
れ
る
と
い
う
青
果
市
場
で
は
、
　
「
小

松
原
の
ダ
イ
コ
ン
や
雪
下
ニ
ン
ジ
ン
は

品
質
が
よ
く
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
送
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
担
当
者
が
話
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
で
す
が
、
会

員
た
ち
は
視
察
研
修
な
ど
を
通
じ
、
経

営
の
向
上
へ
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

し
た
。
そ
の
後
、
樋
口
和
一
本
部
長
か

ら
各
団
に
認
定
証
が
手
渡
さ
れ
、
団
員

を
代
表
し
て
貝
野
ジ
ュ
ニ
ア
イ
ー
グ
ル

ス
の
吉
楽
高
夫
君
（
貝
野
小
六
年
）
が

「
村
民
の
期
待
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、

勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
が
ん
ば
り
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
力
強
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
誓
い
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
業
を
述
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
員
た

ち
は
入
団
式
の
あ
と
、
豆
拾
い
リ
レ
ー

や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ジ
ェ
ン
カ
な
ど
の
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら
、
各

団
そ
れ
ぞ
れ
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

音楽好きが生演奏満喫
　
公
民
館
で
は
、
生
の
演
奏
を
聴
い
て

も
ら
お
う
と
七
月
十
九
日
総
合
セ
ン
タ

ー
で
「
音
楽
の
夕
べ
」
を
開
き
、
音
楽
好

き
の
親
子
づ
れ
な
ど
百
人
ほ
ど
が
集
ま
り

ま
し
た
。
今
回
は
、
如
来
寺
の
池
田
克

人
さ
ん
に
よ
る
フ
ル
ー
ト
、
オ
カ
リ
ナ

演
奏
で
、
会
場
内
に
静
か
に
響
き
わ
た

る
音
色
に
参
加
者
は
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

団旗を手に入場行進

　　宮　’置　　　　　　論
　　中膿、ぎ　　　権、1
　　共讐黙、孤．　脳二
　　和　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　『　　　　　’　　　　　、　　　　　　　　　　　　ぽ　　　　　議　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　ず　　ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぐしホまぜル　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち

　△運議警測　・灘嫁1　　禰
　　Z＝　　礁』　i　　　　。　．’　　　　　、，

発墜欝、，，鳶毒蒋難轟欝

1　　￥　婁．、．”〔瓢一トボ隔ルは楽じ懲置篶お年憲鷹麟蒙

卜　一　　　村老人タラブ連合会ゲートボール大会が
ボ　ニ　　17日村内グランドで行われ、三連覇を目指

」L連中共和会が熱戦のすえ優勝し部た。村内

杢覇猫百雌黎惨舞鉢舘煙藤
買
　　　　　　（優勝）一宮中共和会A（2位）白寿会く田

　　　　　　桂〉　（3位）長生会〈山崎〉

食
と
緑
の
博
覧
会

　
　
ナ
イ
ス
ふ
～
ど
新
潟
89
開
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
羅

お先に見てきました（中央こぷし会のみなさん）

　“食は新潟、豊かな緑”をテーマとしたD89新

潟食と緑の博覧会」が7月14日開幕しました。

17のパビリオンの中のバザール館には、当村の特

産品も展示されています。9月3日までの52日

間、新潟市鳥屋野潟湖畔で繰り広げられていま

すので出かけてみてください。入場料金＝大人

1，800円、高校生1，300円、小中学生800円、幼児300円

　　わたレの

麟灘
課
． 耀覇塁

～r　　　　F　　，

轟．蟹愛
　　と東田尻

清滝隆子さん

　
　
　
　
　
　
　
な
み
　
え

福
島
県
双
葉
郡
浪
江
町

　
わ
た
し
の
育
っ
た
浪
江
は
、

太
平
洋
に
接
し
大
堀
相
馬
焼
が

有
名
な
、
人
口
一
一
万
四
千
人
ほ

ど
の
町
で
す
。

　
大
き
な
紡
績
工
場
な
ど
が
立

ち
並
び
、
ま
た
原
子
力
発
電
所

も
近
く
に
で
き
年
々
人
口
が
増

え
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
町
の
特
産
は
、
米
、
葉
タ
バ

コ
、
酒
、
陶
器
で
す
。
米
は
サ

サ
ニ
シ
キ
が
主
で
す
が
、
中
里

村
で
取
れ
る
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
比

べ
る
と
味
は
お
ち
ま
す
。

　
名
所
は
国
指
定
の
大
聖
寺
境

内
に
あ
る
銅
鐘
、
県
指
定
の
ア

カ
ガ
シ
の
群
生
や
県
立
自
然
公

園
の
高
瀬
川
漢
谷
は
見
ご
た
え

が
あ
り
ま
す
。

　
近
く
に
は
、
全
国
的
に
有
名

な
あ
ぶ
く
ま
洞
や
戦
国
時
代
を

再
現
す
る
野
馬
追
い
祭
で
知
ら

れ
る
原
町
市
が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
い
こ
ろ
は
、
海
が
近
い

の
で
潮
干
狩
り
を
よ
く
や
り
ま

し
た
。
四
季
感
が
な
い
所
か
ら

中
里
村
に
き
て
感
銘
し
た
の
は
、

初
雪
。
何
も
か
も
が
白
一
色
に

変
わ
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。

　
市
之
越
の
ス
キ
！
場
か
ら
飛

ば
し
た
風
船
が
、
浪
江
で
拾
わ

れ
た
話
を
聞
き
、
大
変
驚
い
て

い
ま
す
。

きっかけは……り友達の紹介なんです。ワその人

　　　　　は、わたしの先輩でした。他の女の子

　　　　　を紹介するつも’りが、その日いなくて、

　　　　代わりにわたしが電話で呼び出され、

　　　　会ったのが最初でした。

第一印象は……り何とも思わなかった。曽ばかお

　　　　　となしい人で、話もせず静かでした。

交際中は……01～2週間に1回しか会えなく、

　　　　電話もあまりかけてこなかったので、

　　　　　どこで何をしているかわからなかった。

結婚生活は……りいくら稼いでも吸い取られてし

　　　　　まう。ワもっと、どこかに連れて行っ

　　　　　てくれると思っていたのに…る・・

子育ての目標は……り人に迷惑をかけない子に育

　　　　　ってほしい。ワ健康でいてくれたらと

　　　　思います。

今やりたいことは……り10日間くらい何もしない

　　　　　でひっくりかえっていたい。

村への要望は……り子どもや年寄りが楽しめる娯

　　　　楽施設を作ってもらいたい。集落ごと

　　　　　にミニ公園があってもいいのでは。

りり
　富
　井

芳重
美行
　え

（市之越）

平成元年8月10日広鞭かかマ邑9



　　　！
　南雲久司さん
　　　　　（芋川・27歳）’

灘罧響歌
　仕事は￥家業（南雲産業）の

手伝いをしている。趣味は、ド

ライフとスポーツをすること。

週に／回バレーホールをしてい

るが、秋からテニスをやろうと

思っている。性格は、一見おだ

やかそうに見えるが、けっこう

気が短いと思う。楽しいことは、

この秋に結婚するので、いろい

ろな計画をたてること。夢は、

40歳までに財を貯えて家族に楽

をさせること。理想の女性は、

明るく元気な子。村への要望は、

他の市町村に誇れるものを／つ

でも多く作ってほしい。

警察官（高挾卒）を募集します

新潟県男子警察官（高校卒）を次の

要領で募集しています。

■採用予定日　平成2年4月1日

■受付期間　7月10日～9月8日

6受験資格昭和37年4月2日から
　昭和47年4月1日までに生まれた男
　子で、高校卒業程度の学力を有する

　人。ただし大学（短期大学を除く）

　を卒業した人、または平成2年3月

　31日までに卒業見込みの人は受験で

　きません。

■申込手続き　受験申込用紙は警察署

　または駐在所にあ『）ますので申出く

　ださい。

自衛官募集中
■受付期問

年間を通じて行っています。

■応募資格

18歳以上25歳未満の男子

●試験期日及び場所

受付時にお知らせします。

■給与等
　初任給月額は115，800円、ボーナス

　は年間3回合計4．9ヵ月分支給されます。

詳しくは役場総務課まで。

8月10日は「道の目」

今月の納税と振替日
（8月31日）

（8月31日）

（8月25日）

（8月25日）

郡市少年の主張大会

　　　中里中で開催

■村県民税

一国民健康保険税

●国民年金保険料

■保育料

新潟県少年の主張大会第10回十日町

中魚沼地区大会が、中里中学校を会場

に開催されます。発表は郡市内の各中

学校代表10人により行われますので、

お誘い合わせのうえご来場ください。

■日時

　8月22日（帰午後1時30分～4時30分

■場所　中里中学校体育館

9／1から国保の

　保険証が変わります

国民健康保険の保険証が9月1日か

ら新しいものに変わります。8月下旬

に村政事務嘱託員を通じて新しい保険

証を渡します。

昭和61年度より8月10日を「道の日」

として、道路の意義、重要性に放する

国民の関心と道路愛護の精神を高める

ことになぴ）ました。8月10日が選ばれ

た理由は、大正9年8月10日にわが国

で最初の道路整備についての長期計画

である第一次道路改良計画が実施され

たことなどです。

　「空気」のように、あまり身近な存

在であるため、その重要性が見すごさ

　　　　れがちな道路を、8月10
　　　　日の「道の日」をきっか
　　　　けにもう一度見直してみ

　　　　　　てください。
　　　“
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ただ今

工事中

工　事　名 場　所 工事費 業　者 完了予定日

林道小沢・東山線舗装 堀之内
　万円
401 福田道路㈱ 10月1日

林道小沢・東山線改良 〃 484 ㈲宗家土建 10月1日

林道角間土倉線施設災害復旧 角間 2，090 ㈲鈴芳建設 10月31日

中央地区簡易水道送配水管移設 荒屋 1，977 ㈱高橋工務所 10月28日

倉俣小校舎大規模改造関連 倉俣 1，008 ㈲富井電気 10月7日

如来寺地区第2次ほ場整備 如来寺 2，266 高幸建設㈱ 11月16日

村道山崎桂線改良 田中 1，678 ㈲星野建設 10月15日

林道小松沢線交通安全施設 小出 381 新潟植生㈱ 9月30日

村道重地小出線現道舗装 西田尻 988 福田道路㈱ 9月30日

村道山崎桂線消雪パイプ 田中 1，915 ㈱拓越 12月9日

村道田沢山崎線改良 田沢 669 ㈲星野建設 10月15日

荒屋集落開発センター建築 荒屋 2，492 ㈲星野建設 11月1日

※工事費100万円以上の建設工事です。（％～％入札分）

広報瓢’　◎、マ　ご　　平成元年8月旬日
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ま
す
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潟
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去

ろ
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小
さ
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自
動
車
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ど
を
使
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て
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ま
す
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8
月
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日
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人
式
で
す

■
時
問
　
午
前
九
時
受
付
　
午
前
十
時
開
会

■
会
場
　
村
総
合
セ
ン
タ
ー

■
対
象
　
昭
・
4
3
・
4
・
2
～
昭
・
4
4
・
4
・
1
生
ま
れ

■
記
念
講
演

　
　
講
師
　
栃
倉
　
典
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
前
新
潟
市
立
竹
尾
小
学
校
長
）

　
申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
も
、
当
日
参
加
で
き

ま
す
。
　
　
　
（
村
公
民
館
　
費
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1
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9
3
）

駐 い

村では老人福祉センター前に駐輪場

を設置しましたので利用してください。
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｛大口義樹　如来寺
　　　　　　　十日町市太　田　あやめ

｛　　　　　　　田　　中外山進吉
　　　　　　　フィリピンママワグドミンコ㌧

　　フローデリザ

松崎輝治（93）小　原
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票　26

夫
男
男
吉

効
無
稔
芳
一
孝

】
村
川
田
野

区
誉
旧
吉
村
水

選
不

潟
⑭
⑭

噺

　　　　　　　　　　（）は県選管確定数

【比例代表区】　無効214票

政　　党　名 得票数 政　党　　名 得票数

日　本　社　会　党 1，524 原発いらない人びと 3
自　由　民　主　党 1，378 新　自　由　タ　ラ　ブ 2

日本共黙F
310 MPD・平和と民主運動 2

公　　　　明　　　　兄 282 教　　　育　　　党 2
民　　　　社　　　　党 68 日　本　青　年　社 2

スホーツ平和党 35 日　本世直　し　党 2
年　　　金　　　党 30 1
税　　　金　　　党 27 鑑酷欝 1
第　二院　ク　ラ　ブ 21 大　日　本誠流社 1
福　　　祉　　　党 15 全　　　婦　　　会 1

サラリーマン新党 11 太　　陽　　新　　党 1
ち　き　ゅ　う　ク　ラブ 10 政事公団太平会 1
進　　　　歩　　　　党 10 世　界　浄　霊　会 0
みビリといのちのイ　ト 10 人　　　間　　　　党 0廉議員，半謡計

8 新　政　ク　ラ　ブ O
　　一　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿　　ユ　

太　　陽　　の　　会 5 道州制推進会議 0
糸、乗　　　の　　　　党 5 稚　　　民　　　党 0
U　　F　　O　　党 4 峰権看r璽「・
老　入　福　祉　党 4 環　　　　境　　　　党i　　O

新　　自　　由　　党 3 日本国民権利擁護連盟　　　　0

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
開
票
の
結
果
（
鍵
鴎
）

　
　
　
　
●
当
日
有
権
者
数
五
、
一
七
四
人
　
●
棄
権
者
数
　
一
、
一
八
一
人

　
　
　
　
●
投
票
者
数
三
、
九
九
三
人
　
●
投
　
票
　
率
七
七
．
一
七
％

窯簿郵載φ傭繊

●飲酒運転検挙者数　　2人

●無免許運転違反者数4人

●事故発生件数　　　　9件

●死亡事故ゼロ　　118日

　　　　　（7月末累計）

無料でご相談に

　　　応じております
午前9時半～午後4時40分（平日）

土曜日は休みます。

◎専門の相談員が親身になってご相談に

応じます。

◎弁護士相談日：毎週水曜日

　　　　　　午後1時～4時

社団法人　日本損害保険協会

新潟自動車保険請求相談センタ」

新潟市本町通七番町1082　興亜火災新潟支店ビル5階

　　　（新堀通り本町角）新潟調査事務所内

奮025（225）1851（直通）025（225）2225

　電話のご相談もお受けします
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